補、ボウリング講座
ここで、いくつかボウリングをする上で役立つ基本的な知識をお伝えしたいと思います。

入部する、しないにかかわらず、よりボウリングを楽しんでいただくためにぜひ知っておいていただきたい知識です。

・ボールの選び方

ボウリング場でボールを選ぶとき、重さで選ぶ方が多いのではないかと思いますが、選ぶ際気にしていただきたいお勧めのポイントは、親指の大きさです。

親指の穴が大きすぎるとボールを持つのに握力で握りこまなければなりません。当然握力が足りなければうまく投げられませんし、疲れてきて握力が落ちても投げられなくなります。そうなるのを防ぐためにも、親指がホールの壁に当たる程度のボールを選ぶことをお勧めします。とはいえ、きつすぎても親指が抜けず、うまく投げられません。ですのでさらに、親指だけいれて指を回転させられる程度のゆとりは必要です。

以上のような条件に合致するボールを選んでいただければ、ボールを楽に持つことができ、ひいては楽に投球することができるはずです。
・スコアのつき方（ストライクとスペアとは）
ボウリングのスコアにおいて、一度の投球ですべてを倒すストライクと二度目ですべて倒すスペアがよいものである、ということは周知の事実でしょう。ですが、それらがどのように「よい」ものなのか、案外知らない人も多いのではないでしょうか。

　ストライクやスペアになると、真下のスコアの欄が空白になると思います。これは、ストライクやスペアでもともとはいるはずの１０点に加えて、ボーナス点が加算されるためであり、ストライクやスペアが８本や９本倒した場合より格段に素晴らしい理由であるのです。

　スペアの場合、通常の10本に加えて直後の１投の点数が加えられた点数が、直後の１投のあとに加えられます。普通は１フレームあたり１０本のピンしか倒せないはずなのに、フレームで最大２０点獲得することができるのです。つまり、スペアを出した場合直後の1投の点数は非常に重要であり、逆にここで１ピンも倒せないようなことがあるとスペアがただの10点になり下がってしまうのです。

　さらにストライクの場合、直後の２投の点数が加えられるのですが、ここで一つ注意しなければなりません。ストライクの次にもう一度ストライクがくれば、そのあとにまた１０本のピンを倒すチャンスがあるので最大３０点を獲得することができます。しかし、たとえば８本倒した場合、次の投球では最大2本しか倒せません。つまり、ストライクで直後の２投の点数を加算しても、１０+8+2で最大２０点しか入りません。これではスペアとなんの変りもありません。つまり、ストライクは２回続かなければただのスペアと同じなのです。
　ただ、どちらにしてもストライクやスペアは直後の投球で何本倒せたかでその価値が決まります。スコアアップを目指すにあたって、ストライクやスペアは当然とったほうがよいものですが、それを生かすためにもその直後の投球が非常に重要なのです。
・どこへ向けて投げるのか（スパットとは）
　ボウリングにおいて狙うべき場所は、当然一番先頭のピン、一番ピンです。ボールのサイズから言って、全てのピンをボールで取ることはできません。ドミノ倒しのようにピンでピンを倒さなければならないわけですが、その際手前から奥に倒れるピンが倒せない先頭のピンだけは、ボールで倒さねばならないからです。さらに言えば、右利きならば先頭ピンとその右後ろのピンの間、左利きならば左後ろのピンとの間を狙うのがよいでしょう。なぜなら、一番ピンの真正面に当たるとピンはまっすぐ後ろに倒れ、端のほうのピンが残ってしまうことが多いからです。この狙うべき場所（一番ピンとその左右ピンとの間）のことを、ポケットと呼びます。また、そのさい上と同じ理由で入射角が付いているほうがストライクは出やすいでしょう。
　以下、右利きの話をしますが、左利きの人は左右を反転させて考えてください。

　狙うべき場所はポケットだとしても、投げる場所からピンまでは距離があります。あまり距離があると狙いにくいですし、ピンのほうを向いていると頭が上がって体が不安定になりやすくなり、コントロールが乱れやすくなります。そこで注目していただきたいのが、レーンの中央よりやや手前にある▲、スパットです。ピンよりもずっと近くにあるこのスパットを目印に投げることで、より細かなコントロールをつけることができます。

　上でも言ったように、狙うべきは一番ピンとその右後ろのピンの間、そして角度が付いているほうがより望ましいです。一番右のスパットを通そうとすると、角度はつきますがボールを落とす位置がガタ―（溝）の中になってしまいます。また、右から三つめより左のスパットを狙うと若干角度が物足りません。ですのでここは、右から二番目のスパットを狙いましょう。

　レーンの一番手前、投げる際の足元にも、スパットと同じ間隔で黒い丸の印があります。このうち右から二番目のスパットと対応する点を探し、これより少し右でボールを落とすようにし、狙うスパットを通せば、角度をつけてポケットに入るという寸法です。
　ただし、落とすべき場所がどこなのかは、人により、また時により変わります。ボールは自重や回転で多少なりとも曲がるでしょうから、投げながらうまくポケットに入るように調整してみてください。
以上、すでに知っている、という人も多いかもしれませんが、本当に基本的なことをいくつか紹介しました。限られた紙面なので説明不足も多いかと思いますが、わからないこと、より詳しいことなどは遠慮なく部員に聞いてください。
